
聴覚にハンディキャップを持つ生徒への英語指導

聴覚部（一般教育等）須藤正彦・山内絢子

要旨：本学の２年次生が履修する「英語Ⅱ」の指導目標とその内容を概括した。初歩的な音声字母の指導，

動詞変化の再学習など基本学習と講読，表現等の応用学習の内容について述べた。あわせて受講生のこれまで

の英語の学習状況と各専門コースで用いられる英語の単語のデータベースについてふれた。

キーワード：高等教育，聴覚障害学生，英語学習

高校を，残り半数弱が聾学校の高等部を卒業してきてい

る。受講生に中学，高校時の英語の使用教科書の進度，

補習を含めた学習体制，英語検定試験についてアンケー

トを行った。その結果，卒業までに教科書を終了してい

るのは普通校で約３割，聾学校で約２割であった。発音

記号の指導を受けたのは普通校出身者の約６割，聾学校

出身者は約４割であった。ただし，上の聾学校出身者の

内には同一の聾学校が含まれていることから全国的には

より小さな値になると思われる。不規則動詞の変化の理

解については全体も聾学校出身者についても約６割が習

得しているのみである。これまで英検の３，４級を約半

数が受験し，合格している。また本年度は準２級の一次

試験に５名が合格している。

(2)指導法

指導は集団ないし個人補聴器による聴覚，手話，指文

字，書字，空書，OHP，とあらゆるメディアを使用して

いる。効果的な伝達のために黒板やホワイトポードを３

面ないし４面，多色のチョークやポードマーカーを用い

てる。（主語，動詞等，文の構成要素を明確にする上で

用いている。これらは，応用学習においても同様である）

基本学習においては，最初に広範囲にわたる問題（中

学２，３年レベル）の５種類のテスト問題（実力テスト

1-5)で各分野の達成度を評価する。その結果に基づいて

全員に５文型などの基本的な指導を行った後，達成度に

応じた教材を選択した。－週間に二回，各80分の授業は

説明や学生との応答に費やされる。従って演習は毎回，

達成度に応じた各人の課題評価となる。教材が物語りを

はじめさまざまなものを用いているが（例えば，ProIn

etheusandtheGiftofFire,PerseusRomeoandJuliet)，

内容把握のための訳を求め，採点して学生に返却すこと

にしている。

(3)動詞の不規則変化の再学習

動詞の不規則変化表（中学２年から高校３年レベル）

１．はじめに

本学はデザイン学科，機械工学科，建築学科，電子・

情報学科の５コースを有する３年制の技術系短期大学で

ある。筆者らが担当している「英語Ⅱ」（２年次生対象）

では，受講生がすでに専門教育課程に入っていることか

ら，学生にはコンピュータ等の機器のマニュアルが読め

る程度の読解力が要請されている。そこで５学科に共通

する基礎的な講読教材として「CanComputershavea

mind？」，「ＴｈｅＲｏｂｏｔａｓＥｎｅｍｙ？andotherScience

Essay」を講読している。また限られた語彙数ながらも

各専門領域で使われる初歩の英語の単語データベースづ

くりを試みている。当データベースで扱う語は主として

生徒が講義や演習,テキストの中で出会った用語である。

本稿では「英語Ｈ」の指導における前期６週間の基本

指導（山内担当）と以降の指導（須藤担当）の一端を報

告しながら，聴覚にハンディキャップを持つ生徒の英語

学習に対する支援について考える。

２．指導概要

指導の概要と目標は以下のとおりである

英語ｕ：文芸，科学技術にかかわる題材を通じて，英語

講読および英語の表現の力を培う。さらに各専門課程で

用いる科学・工業・技術英語の基礎を身につける。また

英語Ｉでは，基礎的な英語力の養成を目標とし，国際理

解，科学技術，障害者の生き方を学び，身近なことを英

語で表すことを学ぶことを目標にしている。

l）基本学習：発音，各品詞の特徴と役割，動詞（特に

不規則変化）不定詞，現在完了，受動態等，ほぼ全分野

にわたって指導する。

(1)受講生について

ｌクラスは約１０名。各学科とも－学年は１０名であるが

到達度や学習への参加率によっては再履修となるため学

科によって多少の人数差がある。受講生の半数強が普通
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を四分割（ＩⅡⅢⅣ）して四分の一ずつ徹底して学習す

る。動詞の意味とその変化を学習することはあらゆる文

を理解する上で不可欠である。特に受動態や完了形の文

には過去分詞が構成要素として存在し，過去分詞の未習

熟がそれらの読解を困難にしている場合が少なくない。

そこでＩにおいて８割以上を習得した学生については次

の段階に進む｡動詞の変化表は面倒がる学生が多いが，

単語レベルの学習でその効果も顕著にでるため励みにな

るようである。スペリングのみで動詞の変化を，特に過

去分詞まで覚えるのは困難であるので可能な限り音素に

忠実な読み方を付して学習させる。そのためにも簡単な

国際音声字母の指導を併せて行っている。

(4)国際音声字母(InternationalPhoneticAlphabet,IPA）

の活用

英語の発音は音の成り立ちが日本語と大きく異なるた

めに聴覚に障害を持つ学生にとってその理解と習得は当

然困難になる。

聾学校出身の受講生にIPAについて尋ねたところ，

IPAの読み方指導をこれまでに受けたのは一部の聾学校

出身者のみであった。そこで基礎的なIPAの読み方を

指導することとした。しかし，当然各音声字母を正確に

発音できるようにするのが目的ではない。これはIPA

により（視覚という補完感覚を用いながら)，英語の音

連続の法則性や各母音の複数の読み方の理解，ざらに新

出単語の読み方を自身で知り，音声学的な情報とともス

ペリングを覚えることをめざしている。

例えば,同じスペリングでもｂought[｡:］とhouse[au］

のように発音が異なる場合や，スペリングは異なるが発

音が同じbirthday［a:r］とThursdayに:r］のような場

合がある。

まず，アルファベット26文字は英語の読みがひととう

りではないことを確認する｡例えば,ａは[ei]の他に[生]，

［０１［。］の読み方があること，ｃには［si:]，［s]，［k]，

iには［ai]，［i］があることを実例を挙げる。きこえる

学生の場合，文字と発音の関係を系統だてて指導しなく

ともスペリングを聴覚情報に対応づけながら理解するこ

とはさほど困難でないが，受講生の場合，過去分詞（特

に不規則変化動詞）は上記のようにIPA等の視覚情報

とスペリングの変化をマッチングきせながら学習すると

よいようである。

ａ「CanComputershaveamind？」「コンピュータは心

を持てるか？」

ｂ「ＴｈｅＲｏｂｏｔａｓＥｎｅｍｙ？andotherScienceEssay」「ロ

ボットは敵か，他の科学エッセイ」である。前者は米雑

誌「ニュートン」に掲載された科学論文でコンピュータ

と心の関係について書かれており，未知な単語を辞書で

引けば内容を推論することができる教材である。後者の

テキストはSF作家のアシモフによるものでロボットの

３原則が述べられ，好奇心を喚起させられる内容といえ

る。授業の進め方は，およそ以下のようである。先ず辞

書を使用しながら大意を把握させ，キーワードを発表さ

せる。その際，不明な単語や重要表現は取り出してパラ

グラフごとに解説する。解説とキーワードを参考に再び

各自でパラグラフおよび文章全体の主旨を再考し，その

後討論する。この他に教材として科学・工業英語検定試

験の問題集（日本テクニカルコミュニケーション協会

編）を併用している。これらには不定詞，受動態，その

他の重要表現が多く含まれ，内容の難易度は実用英語検

定試験準２級相当である。それらの一部を引用する。

Today，scomputerhasextremelylimitedintellectual

functionsCertainlyexpertsystemcandealwithspecial‐

izedknowledgeButthatisbecausetheamountofspecial

knowledgeofspecificfieldislimitedConversely,ｈｕｍａｎｓ

ｈａｖｅａｇｒｅａｔｄｅａｌｏｆ“commonsense・・・・．．
”

［fromreference2］

ａｌｗｏｕｌｄｌｉｋｅｔｏｕｓｅｔｈｉｓｃｏｍｐｕｔｅｒａｓａｗｏｒｄｐｒｏｃｅｓsor・

Ｐｌｅａｓｅｔｅｌｌｍｅｈｏｗｔｏｕｓｅｉｔ・

ｂＨａｖｅｙｏｕｅｖｅｒｕｓｅｄｉｔｂｅｆｏｒｅ？

ａyes，ａｌｉｔｔｌｅ

ｂＨｅｒｅｉｓｔｈｅｄｉｓｋｅｔｔｅｔｈａｔｉncludesthewordprocessing

programPleaseinsertthedisketteintotheupperdisk

drive，ａｎｄtheprogramwillloadautomaticaUy・Then，

ｙｏｕｃａｎｕｓｅｔｈｅｃｏｍｐｕｔｅｒａｓawordprocessorlfthe

printerdoes，ｎｔｗｏｒｋ，pushthiskey．

［fromreference4］

(2)表現：新聞や手紙の読み方や書き方を５時限ほど学

習する。記事は本学周辺で発行されている外国人のため

の情報誌や市販の英語誌から大学生として知っておきた

い内容を選んだ。また，読後の感想を初歩的な英語で書

かせたり，各自の専攻や学習課題，関心事項を紹介する

ことを行っている。これは英作文をつうじて講読時に扱

かつた重要表現等を受講生自身が使用することにより，

理解を深めるとともに各表現に対して動機づけを高める

ことができる効果もある。

(3)単語データベース作り

各専門領域で使われる初歩的な英単語のデータベース

2）応用学習

(1)講読：受講生の英語に関する学習の達成度は多様で

あるため講読教材の選択はきわめて困難である。本年は

５学科に共通する内容を含む以下のテキストを使用して

いる。
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づくりを試みた。これは接頭語や基礎的な英単語の意味

を学習することにより，新出用語の概念を理解するのに

役立つよう作成しているものである。各学科ごとにその

一部を紹介する。

建築（architecture）学科用語

constructionコンストラクション建築，建設

construct建築する

structureストラクチャー構造

infrastructure＝ｂａｓｅ

下の構造＝基礎

buildingビルディングbuild（建築する）ｉｎｇにと）

carpenterカーペンター大工

plastererプラステラー左官

planプランdrawingドローウィング製図

drawドロー（引く，引き分ける）

roofルーフ屋根pillarピラー柱

Ceilingシーリング天井

moistureモイスチャー湿気

horizontalホリゾンタル水平の

Verticalヴァーティカル垂直の

リビングルームlivingｒｏｏｍ居間（liveリヴ住む）

デザイン（Design）学科用語

Imageイメージ

Interiorインテリア

productプロダクト製品

produceプロデュース作り出す

packagingパッケージング包装

animationアニメーション（アニメ）

fashionファッション流行

printingプリンティングモロ刷

ＮｅｗＭｅｄｉａ－１－メディア（媒体）

basicベィシック基礎的な

graphics グラフィックス

ＣシーＧジーComputerGraphics

機械科mechanicalメカニカルengineeringエンジニアリングgraphicグラフィックdesignデザイン

visualヴィジュアルdesign
（視覚的な）

Createクリエイト創作する

advertisementアドヴァータイズメント（アド）広告

メカ

solidソリッド固体

gasガス気体

liquidリキッド液体

fluidフルイド流体ｆｌｏｗフロウ流れ

turbulentflowタービュラントフロウ乱流

velocityヴェロシティ速度

mixinglengthミキシングレンクス混合距離

length←longロング

fundamentalファンダメンタル基礎的な

unit単位 （基本単位）

drivedドライヴドｕｎｉｔユニット単位

誘導された（誘導単位）

電子工学（Electronics）情報工学（InformationScience）

学科用語

unitユニット単位

electronicsエレクトロニクス電子工学

electronエレクトロン電子

frequencyフリークエンシイ周波数

sinewaveサインウェイブ正弦波

インテクレイティングサーキット

integratingcircuit積分回路

ディファレンシエイション

differentiaioncircuit微分回路

coilコイルcondenserコンデンサー

LEDエルイーディーLightEmittingDiode発

光ダイオード

LSIエルエスアイLargescaleintegration大

規模集積回路

ＩＣアイシーIntegratedCircuit集積回路

ＲＡＭラムRandomランダムAccessアクセスＭｅｒｏｒｙ

ＲＯＭロムＲｅａｄリードＯｎｌｙオンリーＭｅｍｏｒｙメモ

リー

密度Doubleダブル＝倍のDensityデンシテイ

2DＤ（Doubledensity倍密度）

specificweightスペシフイック独特の

weightウェイト重き比重量

elasticityエラステシイ弾性

pressureプレッシャー圧力

angleアングル角度

materialマテリアル材料

３．考察

短期間で外国語の力を培うことはきこえる人間にとっ

ても困難なことである。ましてや聴覚にハンディキャッ

プを持つ生徒の英語力を一年間で育成することは至難の
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業といえるが，指導する上で重要と考えられる点を幾つ

か述べたい。

講読や表現の力をつけるために:語彙の拡充に加えて

不定詞，現在完了，受動態，関係詞などの基本的な事項

を押さえることが重要である。その際，扱う教材は基本

から応用学習にかけて当初は文法の理解を目的とするた

め平易な題材を扱うこともあるが，可能な限り生徒の関

心や生活・学習年齢に即した教材を使用する。指導上重

要な文の文法的な説明においては統語構造が複雑でない

文を先に取り上げるなど指導者側の工夫が必要であろ

う。例えば，ｂｙを伴わない受動態構文である。上記の

テキスト中にSpecialknowledgeofspecificfielｄｉｓｌｉ

ｍｉｔｅｄというｂｙのない受動態文があるが，先ず意味の

把握に重点を置くことが重要であろう。いわゆる受動態

構文のパタン（be＋動詞の過去分詞十by）にこだわり

すぎるとbefrightenedbedrunk,ｂｅinterested,ｂｅkilled

などの英語的な表現を規則によって理解することにな

る。こうした点を含めて，英語の特徴的な表現が実感で

きる教材を精選し，さまざま媒体を通じて通じる授業を

心がけたい。音連続の法則性の理解や生徒自身が新出単

語の読み方や意味を音声学的な情報ととも覚えられるよ

うにIPAなど視覚的補助を取り入れることも有効であ

ると思われる。

聴覚および字幕映画の利用：近年，我が国でも米国を

中心とした諸外国のキャプション付きのドラマ，ニュー

ス，映画の放送が見られるようになった。これらの利用

は特に外国語の学習者に有益であろう。諸外国の様子を

リアルタイムで見ることができるからである。また生徒

の関心が高い映画についていえば，吹き替えは理解が困

難なことが多い。一方，文字は英文であっても'よ確実な

情報となる。今後，授業のなかでも取り入れみたい媒体

である。ただし，ドラマ等で人物の台詞の代わりに効果

音がストーリーの展開を暗示させたり，環境音が重要な

役割を果たしている場合は視覚的な情報だけでは理解が

困難である。日頃から聴覚を最大限活用しつつ，出力を

補聴器に直接誘導するなどＳ／Ｎ比の改善をはかれば字

幕と同様に聴覚的な情報も臨場感を高めるのに有効な情

報となりうると思われる。

４．おわりに

言語学習はその言語使用地域の習'慣，文化，芸能，産

業など広範な領域におけるさまざまな活動の理解をつう

じて行われることが望ましい。高等教育段階における本

学の英語指導においてもこのことはあてはまるであろ

う。外国語の学習は時には鏡に映しだされる日本語や日

本文化の学習でもある。言語学習は読解やコミュニケー

ションの媒体としての言語を習得することが基本ではあ

るが，広く文化に触れながら，また再学習者を動機づけ

つつ，英語Ｉと連携して有意義な指導を模索したい。
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